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『旧約聖書』「コヘレトの言葉」3:1～8 
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鷺の宮卓話 

見る人の目 

研究所理事長 太田敬雄 

 我が家の離れを研究所の事務室として使ってい

る。私の両親が住んでいた寝室にあたる。この部

屋の前に一本の紫陽花がある。 

 紫陽花のすぐ南側には木蓮が植えられていて、

その木蓮が大きく育ち、そのため紫陽花にはほと

んど陽も当たらない。その姿も、こんもりと丸い

元気な紫陽花ではなく、なんとなくヒョロッとし

ている。その紫陽花がつぼみを付け始めたのはも

う大分前になる。 

 我が家には他にも紫陽花があるのだが、なぜか

どれも中々花を付けてくれない年が多い。しかし、

この木蓮の陰の紫陽花が今年は花を持った。花は

持ったが、何ともみすぼらしい。と言うのが私の

正直な印象だった。 

 一週間ほど前、妻の玲子が「敬雄さん、紫陽花

見た？」と弾んだ声を出した。うん、見たさ。み

すぼらしい花だよね･･･と、答えたかったが、その

間も与えずに玲子は言葉を続けた。 

 「可愛い可憐な花ね。」 

 無言の私･･･ 

 「事務室のまん前にあるのに気がつかなかった

の？」玲子はいう。 

 気はついていた。そのみすぼらしさをしみじみ

と感じていた。しかし、玲子はそれを可憐だとい

う。 

 見直してみたが、やはりみすぼらしい！しかし、

綺麗だという玲子の言葉が耳に残り、それから毎

日その紫陽花を見ている。すると日に日にその紫

陽花が綺麗に思えてくるではないか。 

 実は、これは始めての経験ではない。私が見て

何とも思わなかったものでも、玲子の一言で違っ

て見え始めたことは何度もあった。自分には美を

感じる目が無いのだろうかと悩んだりもした。 

 半世紀ほど前に流行ったアメリカのテレビドラ

マ「トワイライト・ゾーン」を覚えておられる方

もおられるだろう。「ミステリー・ゾーン」として 

放送されたこともあるし、何度も再放送された単

発のＳＦシリーズだ。その中の一つに「The Eye of 

the Beholder」という作品がある。 

 それは、美しくない人は手術を受けて美しくな

る義務のある国の話。手術に失敗するとまた手術

を受けなくてはならない。それでも失敗すると、

その社会から排除され、美しくない人の住む所に

追いやられる。そんな国の話だ。 

 主人公の女性は、顔全体を包帯で巻かれていて

その容姿は見えない。最後の手術が終わり、医師

によって包帯は丁寧に取り除かれる。医師と看護

師の反応で、手術は失敗だったことが分かる。も

うその国には醜い彼女の住む所は無い。 

 包帯が取られた主人公の顔が始めてカメラに捕

らえられると、そこに写しだされたのは大変美し

い女性だった。他方、同時に写された医師、看護

師は何とも醜い容姿をしていた。 

 何を美しい、或いは可憐だと見るかは、まさに

見る人の目にある。そ 

して、その目は人との 

関わりと、その社会の 

価値観によって創られ 

ていく。 

 そんな事を思いつつ 

久しぶりに庭の紫陽花 

を見てみた。なんと、 

いつの間にかその紫陽 

花は見事な花に育ち、 

梅雨の雨空の下で、周 

りの緑にも負けず優雅 

に咲いていた。数日の 

内に大きく育っていた 

のだ。紫陽花はいきな 

り成長した姿で咲くのではなく、徐々に花びらを

広げ、色を増していくのだった！ 

 人が育つ姿は散々見てきている。アンバランス

で、自信も無くすごしていた若者が見事に成人し

ていく様子を何度も目の当たりにしてきた。しか

し、まだまだ「みすぼらしい紫陽花」を見て明日

の花を見る力は足らないようだ。 

私にもまだ成長すべき余地がある。明日の花を

信じて愛で、育てることの出来る人となりたい。 

 

 

 

 

 

木陰の紫陽花 
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総 会 報 告 

 2014 年 5 月 17 日、午前 10 時半からの理事会に続き、午後 2 時からまなぱる XD にて 71 名の出席（委

任状 59 名）を得て今年度の総会が開催され、2013 年度の事業報告、決算が承認され、2014 年度の事業

計画と予算案も審議・承認されました。 

 （同封別紙で 2013 年度事業報告書、2014 年度事業計画書、2013 年度決算および 2014 年度予算をお

送りします。少々簡略化されていますが内容は変わりはありません。） 

 他に、今回の総会では二つの大事なことが決まりました。一つは役員の改選で、これはこれまでの役

員が全員再任となりました。理事は伊藤成、野口紀子、関千景、狩野真由美、森泉寿義雄、太田琢雄、

福田則行、太田敬雄の 8 名。監事は木村隆、幸田一彦の 2 名です。なお、理事長は太田敬雄、副理事長

は伊藤成、野口紀子、関千景。なお今回審議はしていませんが、所長は太田敬雄、副所長は太田琢雄と

マランの菅ヶ谷マコです。 

 もう一つの大事な決定は定款の改定をしたことです。その中で最も大事なことは「学生会員は理事長

ならびに理事の指導の下で『学生交流チーム（ＳＥＴ）』（ＳＥＴ：Student Exchange Team）を結成し

国内・外における「多文化交流」事業を企画・運営することができる。」としました。また希望する学生

会員は総会に陪席することと、そこで意見を述べることができるようにしました。 

この定款改定につきましては、群馬県に「定款変更認証申請」を 7 月に入って提出しましたので、承

認されるのは 10 月から 11 月頃になります。定款をご覧になりたい方は研究所までお申し出ください。 

 なお、模索して参りました認定ＮＰＯ法人格取得につきましては、諸般の状況を総合的に判断して、

断念することと致しました。大勢の皆様に一方ならぬご協力を戴きながら、実現に至らなかったことは

申し訳ありません。認定格は無くとも、本来このＮＰＯが目指してきた活動を力強く推進して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多文化アメリカを経験して 

高崎経済大学卒 井崎 亮介 

読者のみなさんこんにちは。 

井崎亮介と申します 

多文化アメリカのプログラ 

ムに参加させて頂いて、私 

自身が見たこと感じたこと 

をみなさんにお伝え出来れ 

ばと思います。あまり上手 

とは言えない文章ですが、 

最後まで読んで頂ければす 

ごく嬉しいです。ではでは… 

 

一日目。飛行機が苦手な自分。 

シアトル・ポートランドまでの道はそれはそれは

険しいものでした。 

というのは冗談で、気が付けば着陸のアナウンス

が流れ、アメリカも地図で見るよりは近いものだ

なという印象でした。入国審査を終え、いよいよ

という場面。みんなで手を繋いで「せーのシアト

ル！」ってやるはずだったのに、タイミングを見

つけることができないまま結局わきと二人で空港

の駐車場に向かって「シアトル！」ってやったの

は良い思い出。（シアトル感は限りなくゼロだっ

た） 

ともあれ、アメリカにやって来たとはじめて実感

したのは、やっぱり最初の朝ごはんを食べたレス

トランに入った時かな。時差ボケで眠気と格闘し

ながらたどり着いたとあるカフェ。メニューを見

るとまるで英語の教科書の１ページを開いている

かのような気分。さっぱりわからないので太田先

生と同じものを注文。カリカリベーコンとエッグ

が挟まれたパンはとっても美味しく、なによりも

ボリュームが凄くて「これがアメリカンサイズ

るとまるで英語の教科書の１ページを開いてい

るかのような気分。さっぱりわからないので太

田先生と同じものを注文。カリカリベーコンと

エッグが挟まれたパンはとっても美味しく、な

によりもボリュームが凄くて「これがアメリ

カンサイズか」と感動しました。おそらく軽

い気持ちでパンケーキを注文しただろうヒロ君

もそのアメリカンサイズに驚いていたね。みん

なでシェアしながらアメリカの味を楽しみ、初

めてのお会計。そこで先生からチップについて

教わりました。チップは日本にはない文化。サ

ービスをしてくれたウェイターに対してさりげ

なく渡すのがマナー。難しいのはレジで会計す

る場合と座席で会計する場合でチップの渡し方

が変わってくるという点とその計算。ほうほう

と頷きながらもこれが後に、わきとのランチタ

イムで大きな困難となるとはその時は知る由も

なかった。 
 

二日目。 

この日は自由行動。夕食のレストランの名前と

集合時間だけ告げられて、各々自力でたどり着

くようにという割と無茶苦茶な指示。岸さんは

ヒロ君の友人の方とシアトルの街へお出掛け。

ヒロ君はマイクロソフト社へ見学に。太田先生

は何してたのかな？ 

そして、自分はというとわきとシアトルの街フ

リーモントとバラードに向かいショッピングと

観光を楽しむことに。ここでも面白エピソード

はたくさんあるのだけれど、思い出に残ってい 

 

    他の人食べ終わるの待って観察して

みよ」 

というようなプチハプニング。男らしさを何

 

井崎亮介 
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ＩＩＭＳ所長 太田敬雄 

 親子の参加する多文化交流は長年私が実施したいと望んでいたプログラムの一つでした。実際、インドネシ

アのマランで実施することを考えて現地の副所長を引き受けて頂いている菅ヶ谷マコさんとは何度も話し合

って来ました。 

 子どもの内に文化の違いを経験し、その違いを乗り越えてつながっていく事の大事さを思うと同時に、親が

同じ体験を共有していないと、子どもだけの他文化体験は否定されていく事を強く感じておりました。なぜな

ら、子どもの他文化体験で得たものは、日本の生活様式の中では無価値であったり、マナー違反だったりする

るのは、ランチタイムとトロール像。太田先生がい

ない場で食事をするのはこれが初めて。チップのマ

ナーは先生から習得済。なにも怖くないはずだっ

た。しかし、教わったパターンと何かが違う。伝票

に代金と iPhone で計算したチップを挟んで… 

井崎 「あれ、店員さんお金取りに来ないよ、持っ

ていくのかな？（汗）」 

わき 「テーブルの上に置いて出るんじゃない。」 

井崎 「え、お金足りてるかどうか確認されないの

（汗）（汗） 

    他の人食べ終わるの待って観察してみよ」 

というようなプチハプニング。男らしさを何一つ発

揮できてないけれど、なぜかこのカルチャーショッ

クがすごく記憶に残っているんです。 

 食事を終え、突拍子なく見に行こうとなったトロ

ール像。これがまた見つからないんです。諦めかけ

てた頃に突如現れた気味の悪い物体。なぜここに？

なぜこの形相？そんな疑問しか湧いてこないトロ

ール像。でも、見つけた時の達成感は格別。シアト

ルに行くならこのトロール像は必見です！ 

さて、次の日からは待ちに待った PSU の学生たち

と短くとも深ーい交流の日々。思い出がたくさんあ

りすぎるので、格別のものを３つ紹介させてくださ

い。 
 

では、まず一つ目。 

それは「アリスを探す旅 in ポートランド」。 日本

語で書かれたヒントをみんなで読みながら街のど

こかにいるというアリスを探しました。みんなで変

なドーナツのお店や不思議なフレーバーのアイス

のお店に行ったり、桜の素敵な場所へ行ったり、本

当にそこはワンダーランドでした。だからこそ、話

す話題も尽きなくてベンジャミンやロキシー、ダニ

ーとたくさんお話もでき、距離もいっきに縮まりま

した。ベンジャミンとビールで乾杯したころには、

アリスを探すという設定も忘れちゃっていたよう

な。素敵な場所と素敵な仲間にどっぷり溶け込めた

この一日がとっても心に残っています。 

二つ目。３月２５日。 

「ハッピバースデー」って声がお昼のハンバーガー

ショップに響きました。 

この日は太田先生の誕生日。サプライズでお祝いし

ようと、前の日から作戦は練られ、みんなで選んだ

プレゼントとメッセージカードでドッキリ大作戦 

を決行しました。結果は大成功。太田先生はポー

トランドの T シャツがとっても似合っていまし

た。めでたしめでたし。 

で終わると思いきや、先 

生から「もう一人、祝っ 

てあげてほしい人がいる。 

ここにいる井崎は今日大 

学を卒業しました。おめ 

でとう。」とお祝いのお 

言葉を頂く逆ドッキリ 

を仕掛けられてしまい 

ました。大学を卒業し 

て社会人になるという 

ことは、自分で思って 

いたよりも大きな門出。 

そんな新しいスタートをポートランドで迎えら

れたこと、素敵な人たちがそれを祝ってくれたこ

と。この瞬間は僕にとってかけがえのないものに

なりました。 

 

最後に３つ目。お別れのパーティー。 

楽しい時間ほど早く過ぎていく意地悪な時間の

原理はいつどこでも働くものですね。 

「え？もう終わっちゃうの」って気持ちでいっぱ

いだったけれど、スライドショーに映し出された

写真を見ているととっても濃厚な時間を過ごし

ていたんだなと。そして、写真をみていると表情

もどんどん良くなっているのが明らかでした。浅

倉先生をはじめ PSU のみんなが時間をかけて準

備してくれたから、これだけお互い打ち解けられ

て楽しい時間を過ごせたのだと感じました。ほん

とにほんとに感謝です。 

 

ほんとに最後に。 

「多文化交流」は素敵な出会いを与えてくれる場

であるとともに、「知ることの楽しさ」を教えて

くれます。僕がいつも感じるのは「自分ひとりの

考えなんてすっごく小さく狭いものだ」という
こと。宗教や文化、生活習慣の全く異なる人との

触れ合いは、考えの幅が広がるとっても良い刺激

となるはずです。 

この素敵なイベントがずっと続いていくこと、も

っともっとたくさんの人に知ってもらえること

を心より願っています。 

 

 
3月 25日は高崎経済大学

の卒業式！Portland で

祝った井崎君の卒業 

 

多文化交流 in ぐんま with 台湾親子 

台日親子交流活動～「日本小小外交官」活動 
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ことが多いからです。その貴重な体験が認められるためには親も同じ体験をしなくてはならない。それが私の

強い思いでした。 

 今回、ビビさんから台湾親子との交流の話を持ちかけられた時には、私は大喜びで飛びつきました。けれど

も、初めての企画には多くの問題が付きまといます。特に、時期がこちらのスタッフとなる学生にとっては授

業期間の真っ最中であったこと、これまでの「日本語で」という枠を超えなくてはならなかったこと、さらに

は研究所とビビさんが主催する Mammy-baby & kids の共催であることなどが、多くの困難を生じさせました。

その体験を通して、吾々主催者も、スタッフも、また台湾からの参加親子も、ホームステイを引き受けて下さ

った皆さんもそれぞれに多くを学び成長することが出来たと感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ずはまなぱるブログから～（抜粋） 

台湾親子との多文化交流 IN ぐんま 2014 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 5 日から 9日（月）までの 5日間、学習の森（群馬県安中

市）を拠点に『台湾親子との多文化交流 IN ぐんま 2014』を開

催しました！ 

【主催】NPO 法人国際比較文化研究所（まなぱるの運営母

体）・MAMI-BABY&KIDS（台湾） 

 

このイベントは台湾人親子の方々が来日し、日本を観光す

る！・・・のみではなく、日本人の親子たちと知り合い、仲良く

なり、寝食を共にし、それぞれの文化に触れ合おうという国

際交流イベントでした。 

 

5 日間の日程のうち、7 日（土）8 日（日）の 2 日間は「日本の

親子との交流及び日本の家庭へのホームステイ」というスケ

ジュールでした。台湾・日本合わせて 16 組の親子が参加し、

この交流を楽しんでくれました。 

＝＝＝＝＝ 

異なるバックグランドや言語で育つ子どもたちの「交流」そし

てその「経験」が、このイベントの最たる意義です。おそらく、

ご参加下さった皆様も、同じ思いで参加してくれていたと思い

ます。 

 

今回対面した子どもたちはこの先もどんどんと成長し、小学

生になり、中学生、高校生となり、いずれ社会に出たり、結婚

して子どもができたり… 

 

そんな長い長いライフスパンにおいて、もしかするとこのたっ

た二日間の交流は、あっという間に忘れ去られてしまうもの

かもしれません！ 

 

それでもその一度きりの人生の中、 

学校生活でも 

社会生活でも 

ビジネスの世界でも 

はたまた 

いつか親になった時にも… 

 

何よりも大切にすべきもの、 

何よりも自分自身を支えてくれるものは、 

人との良好な繋がりであり 

心と心の繋がりなのではないかと私たちは考えています。 

 

今回の交流が参加してくれた子どもたちにどのような影響を

与えるものか。 

 

人との良好な繋がりであり 

心と心の繋がりなのではないかと私たちは考えていま

す。 

 

今回の交流が参加してくれた子どもたちにどのような影

響を与えるものか。 

もちろんその結果はわかりません。それぞれにとって、同

じようでいて違うものかもしれません。 

でも、こんな幼い 

うちに、 

 

「人と触れ合うって 

楽しいね！温かい 

ね！」 

 

 

 

 

 

 

「言葉が通じなくて 

も、仲良くなれるね！」 

 

 

 

 

 

 

「海の向こうにも、 

友だちがいるぞ！」 

 

少しでもそんな気持 

ちになれたならば、 

その思いはやがて彼 

らのチカラとなり、彼 

らの人生を支えていく 

んじゃないかと。 

 

その感覚は漠然とで 

いいし、無意識でいい 

のだと思うのです。 

その瞬間を、我々大人たちが温かく見守り、肯定してあげ

る。そんな単純なことで良いと思うのです。 

 

『台湾親子との 

多文化交流 IN 

ぐんま 2014』 

が、そんな風 

に、子どもたち 

の「成長」と 

「平和」に繋が 

るイベントに 

なれていたら…嬉しいです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://manapal.gunmablog.net/e335619.html
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台湾親子との多文化交流 

 

ホストファミリー 松本奈緒 
6 月 7、8 日の二日間 

『台湾親子との多文 

化交流 in ぐんま』に 

家族で参加しました。 

恥ずかしがり屋な 4歳 

の女の子の Ohmy ちゃん 

とママの joy さんのホ 

ストファミリーを務め、 

二人にホームステイし 

てもらいました。とっても素敵な親子で、二日間

とにかく楽しかった！日本語 only の娘こまきと

中国語 only の Ohmy ちゃんが言葉を必要とせず仲

良く遊ぶ姿は本当に本当に可愛かったし、こまき

が「謝謝」と言ったのがちゃんと伝わって Ohmy ち

ゃんが笑顔になったり、Ohmy ちゃんがはにかみな

がら小声で「ありがとう」と言ってくれたりする

ことにとても癒されました。 

私も台湾人のママ友が出来ていい刺激をたくさん

もらいました。国は違えど子育てする上での悩み

や、子供にいろんな経験をさせたいという思いは

一緒で、共感できることがたくさんありました。 

Ohmyちゃんの保育園はお昼だけでなく朝御飯も出

してくれるらしいです。そんな違いを知ることも

楽しい！ 

いつもパパを独り占めしているひとりっ子のこま

きは時折 Ohmy ちゃんにヤキモチをやき、グズって

私たちにかまってもらいたいアピールをしたりし

て、普段はあまり見られない一面が見えたりもし

ました。 

交流会で食べた大根もちとハイビスカスの砂糖漬

け、美味しかったなぁ♡ 

この上ない貴重な経験が出来た二日間でした。ま

た機会があればホストファミリーを引き受けたい

と思います。ありがとうございました。 

 

ホストファミリー 小林美佐子 

6 月 8 日  昨日今日と台湾親子との多文化交流

inぐんまに参加(*´ω｀*)初めてホストファミリ

ーに(^w^)我が家にはモモさんとオスカーくんが

お泊まり♪ジャムおじさんの助っ人とえみちゃん

家族のおかげでどうにか盛り上げられたかしら？

足湯と自然史博物館♪これからお買い物に…♪ — 

6 月 9 日  台湾親子との多文化交流最終日♪我

が家に泊まった記念にお花の木を一緒にモモさ

ん、オスカーと植えました！花の咲く季節にモモ

さんとオスカーくんを思い出せるように(о´∀`

о)本当に楽しかった♪食文化交流での大根もち

美味しかった！息子にも良い経験をさせる事がで

きました！(^-^)v —  

本当にこの２日間は私達家族にとって貴重な経

験になりました！この交流に参加しなければ新た

な出会いや人との繋がりを味わう事が無かったと

思います！子供にも良い刺激にもなったと思いま

す！ 

ホストファミリー 真下憲一 
今回ホストファミリーという貴重な経験をさ

せていただいた、まなぱるさんに感謝いたします

(謝謝) 

 引き受けた以上はしっかりと役目を果たさな

ければと思い自分達に何が出来るのか何をすれ

ば喜ばれるのか考えてみました。 

 結論。日本又は群馬は狭いようで広く何をして

何処に連れていってあげればよいか決まりませ

んでした！！何ということでしょう・・・紹介す

る側の私が日本(群馬)の多種多様な文化に気付

いてしまいました・・ 

 そこで林さんとジャクソン君を招いた夜にホ

ームパーティーを開き集まった友人達と日本の

事や台湾の事について話し合いました。私自身あ

まり知らなかった台湾の歴史、観光地、文化、料

理に興味が沸き行ってみたくなりました(勿論宿

泊場所は林さん家) 

 因みに日本でもよく見かける同じ様な造りの

【台湾料理屋】で出てくる料理は台湾の料理では

無いと言ってました(笑)皆で『やっぱりね！』と、

頷いてました。食文化交流で御馳走になった料理

を食べれば納得ですね(美味しかったぁ) 

 私の中でも一番の思いではショッピングに行

ったときにジャクソン君と 2 人っきりになった

時の事です。 

 言葉の通じない外国の子供(4才)と 2人っきり

になるってことは今まで培ってきた育児スキル

が何一つ通じないってことを味わいました。もう

アタフタしっぱなしでジェスチャーで全て乗り

きりました。間違いなく私の育児経験の中で最大

級の難易度であり良い経験でありました。 

 これら 2 日間の出来事は私達家族と林さん親

子にとって素晴らしい経験になったと思います。

お別れ会で林さんに『ありがとう』と言われて役

目を果たせた『良かったぁ』と嬉しかったです。  

 今回、家族の中で多分私自身が一番楽しんでい

たかもしれません。 
＊      ＊       ＊ 

台湾の皆さんは Facebook に沢山の書き込みをし

て下さっています。読めなくても興奮冷めやらな

い気持ちが伝わってきます。 

その中から： 
 

台湾ファミリー 林妍宣（訳：Vivi） 

今回は台湾親子との多文化交流 IN 群馬に参加

できて本当によかったです。日本初かもしれない

幼児向けの HOMESTAY ですが、子供はもちろ

ん、私もとても楽しかったです。 

違う国の人でも言葉を通じない小さな子供でも、 

心を広げていれば、楽しめます。 

日本 HOMESTAY 先のみんなさんのやさしさも

あたたかさもすごく伝わっています。 

大きくなったら今回のイベントはどれぐらい覚

えられるのか分からないですが、 

もしかしたらまったく覚えていないことになる

かもれ知れないですが、今回のイベントを通し

て、人と人との間、         （p.6 へ） 

くても 

シンプルな幸せ、あたたかさを感じることができ

るという気持ちの種は 

しっかしうちの子のこころに撒かれたと思いま

 

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=256863847851636&set=a.113696472168375.1073741825.100005840682617&type=1
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（p.5 より）お互いの言葉を分からなくてもシン

プルな幸せ、あたたかさを感じることができると

いう気持ちの種はしっかしうちの子のこころに

撒かれたと思います。 

 

ここで NPO 法人国際比較文化研究所、

HOMESTAY 先の真下一家、MAMIBABYKIDS

の VIVI さん、一緒にこのイベントに参加した台

湾人親子達、みんなさんに知り合えて本当によか

ったです。ありがとうございました。 

 

「子供達に負けない☆全力スタッフ達！」 

まなぱるスタッフ 松原 雄斗 

今回のスタッフ達は、本当に準備が大変でし

た。流しそうめんの為に大量の竹を取り、てるて

る坊主用の布に紐を縫い付けたり、朝早く起きて

食事の準備をして、夜遅くまで片づけをして次の

日に備える。ここには収まらないほど、それぞれ

のスタッフが一生懸命働いてくれました。一緒に

ワイワイ楽しみながら作業ができるスタッフ達

がいなければ、最後までやり遂げることはできま

せんでした。ありがとうございます。 

正直なところ「ここまで準備しなくてもいいので

は？」と思うことが何度もありました。そんな疲

れを癒してくれたのは、参加者達でした。言葉が

通じなくても笑顔で話してくれる台湾の子供達、

同じ時間を過ごすにつれ笑顔の時間が増えまし

た。まるで同級生のようにぶつかってくる日本の 

子供達は常に全力でした。「ありがとうございまし

た」と涙を見せながらお礼を言ってくれる保護者の

方々。参加者の皆さんを見て、色々な疲れが飛んで

いきました。この気持ちはスタッフ全員、同じ気持

ちだと思います。 

長い人生で見れば、今回の交流は本当に短い時間

だったかもしれません。私がこの先願うのは、写真

を見ながら「楽しかったね」と家族で話すことだっ

たり、「台湾に行って再会したよ！」「日本にまた遊

びに来たよ！」と言う話が聞けたりすること、そし

て…子供達が大人になった時に今回のことを一瞬で

も「楽しかったな」と思い出してくれたら、とても

嬉しいです。 

それぞれが全力で頑張ってくれたスタッフ達、笑

顔を見せてくれた参加者の皆様、本当にありがとう

ございました！謝謝！ 

 

 

再びまなぱるのブログを元に… 

【6月 7日（土）】○開会セレモニー 

台湾からの参加者の皆さんによる台湾紹介！ 

〇昼食（流しソーメン！！） 

雨で実施が危惧されたイベントですが 

そーめんジェットコースター、大盛り上がりでした♪ 

 

 

続いて  

１多言語交流プログラム     

数馬先生の日本語ダンス 

Vivi先生の台湾の遊び 

「棒打老虎雞吃蟲」 

まなぱる英会話の 

人気者、キャサリンも登場 

 

 

 

 

 

（２）てるてる坊主作り 

梅雨の時期、日本の風物詩 

「てるてる坊主」。連日雨に見舞 

われる中、みんなで作ったてるて 

る坊主とみんなで歌った歌。どん 

ぴしゃりな日本文化体験は、学生 

スタッフメンバーの閃光のひらめ 

きから生まれました♪ 

 

 

 

 

〇各ホストファミリー宅へ 

ホームステイは多文化交流の醍醐味であり代名詞！ホスト

ファミリーを引き受けて下さった皆様には、感謝してもし

きれません！！！本当にお世話になりました。 

 

【6 月 8 日（日）】ホームステイから戻った後は、 

〇子どもたちのみで全力ゲーム（宝探し！！） 

〇食文化交流パーティー  参加した大人たち（それぞれ

の国の料理を教わりながら作りました。 

≪台湾食≫ 

・魯肉飯(ルーローファン）・・・煮込み豚肉かけご飯 

・焼きビーフン ・大根もち 

≪日本食≫ 

・手巻き寿司 ・切り干し大根の煮物 

○お別れ会：朝の出発が早いので、8日に！ 

涙と笑いの止まらないお別れ TIME でした。 
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【キッズ英会話の講師募集／まなぱる】 

◆◆高崎（山名八幡宮）教室スタートにつき、キッズの心をギュッとつかんでくれる英会話の先生の募

集を開始しました！◆◆ 

＜経験者優遇／子育て世代の活躍もサポート＞ 

 

≫ 募集要項 ≫ http://www.manapal.jp/boshu2014/boshu_yamana2014.html 

≫ まなぱる HP ≫  http://manapal.gunmablog.net/ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

皆さんこんにちは！まなぱるから大事なお知らせです。 

 

まなぱるは、子どもたちへの学びと育ちの機会の提供を目指し、2009 年に NPO 法人国際比較文化研究所

が設立した民間教育施設。皆様のサポートに支えられ、群馬県安中市内２か所に教室を持ち、現在約 200

名の生徒たちが通ってくれています。 

 

そんな中、今秋（2014 年 10 月予定）まなぱるの高崎教室オープンが決定しました。いよいよ高崎へ進出

です。 

 

教室の場所は御鎮座 830 年・子育て宮として祀られ、現在も様々な形で子育てのサポートを実践する『山

名八幡宮』http://yamana8.net/。この歴史ある人々の憩の場をまなぱるの高崎拠点とさせて頂き、相互

協力していくことにより、各地域の子どもたちに、さらに楽しく充実した経験と成長の機会を提供して

いきたいと考えています。（従来の国際理解・国際交流イベントの中にも、日本の歴史や伝統を自然体

で根付かせていけるようになると思います。そういった膨らみも楽しみです。） 

 

この新規教室スタートに併せ、キッズたちを目いっぱい楽しませてくれて、愛情をもって指導してくれ

る英会話＆英語の先生の募集を開始します。 

 

≫ 募集要項 ≫ http://www.manapal.jp/boshu2014/boshu_yamana2014.html 

 

≫ まなぱる HP ≫ http://manapal.gunmablog.net/ 

 

子育て中の方へのサポート体制も整えています。上記リンク先の募集要項をご確認の上、ご本人はもち

ろんのこと、ご家族・ご友人で興味を持ってくれそうな方がいれば、ぜひぜひお声掛け下さい。よろし

くお願いします！ 

 

不明点・疑問点がありましたら、お気軽にご連絡下さい。 

 

（担当：太田琢雄まで） 

 

facebook：https://www.facebook.com/takuo.ota.7 

メール：mail@manapal.jp 

ＴＥＬ：027-386-8499   

 

高崎教室スタートにつき 

英会話講師募集中です！ 

http://www.manapal.jp/boshu2014/boshu_yamana2014.html
http://manapal.gunmablog.net/
http://yamana8.net/
http://www.manapal.jp/boshu2014/boshu_yamana2014.html
http://manapal.gunmablog.net/
https://www.facebook.com/takuo.ota.7
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１、研究所ホームページについて：長らく休眠状態だったホームページが動き始めました。皆さん一度

覗いてみて下さい。「活動報告」でニューズレターのバックナンバーをカラーで見ることが出来ます。活

動報告ではまた、研究所の活動が取り上げられた新聞記事もご覧戴くことが出来ます。 

「Facebook」からは研究所の facebook にもつながることが出来ます。 

２、Facebook：こちらでも多文化交流などの日常の活動をリアルタイムに近い形で見て頂くことができ

ます。多文化交流の企画をしてくれている学生スタッフの活動など、生き生きと伝わってきます。ぜひ

ご覧下さい。「国際比較文化研究所」もしくは「多文化交流」を探してみて下さい。 
３、まなぱるホームページ：http://manapal.gunmablog.net/ で、まなぱるの活動を目の当たりにし

ていただけます。中々楽しいですよ。是非ご活用ください。 

４、振込方法について：会費の振込、ご寄附の振込には赤い振込用紙を皆様にお届けしていますが、その

振込み方によって手数料が変わります。通常の振込（5 万円まで）の場合は①窓口扱いで払込みされます

と手数料が 130 円かかります。会費、2,000 円をお振込いただいた場合、2,000 円から 130 円が引かれて、

研究所には 1,870 円が届くわけです。②郵便局のＡＴＭにこの振込用紙を入れてＡＴＭ扱いで払込まれ

ますと、手数料は 80 円で済み、研究所には 1,920 円が届く仕組みになっています。さらに③振替口座・

総合講座をお持ちの方がＡＴＭ扱いの電信振替で送金して下さいますと手数料は 0 円となり、研究所に

は 2,000 円が丸ごと届くことになります。 
勿論、ご都合の良い方法でお振込いただけば良いのですが、「どちらでも構わない」場合には手数料の

安い方をご選択ください。昨年度の決算に有りますように、1年間で振込手数料は 17,200 円かかってい

ます。会費で換算しますと、8名分強の会費が「手数料」で引かれていることになります。 

５、会費とご寄附のお願い：研究所の活動は、基本的に皆様からの会費とご寄附によって支えられてい

ます。まなぱるが出来てから、決算額は大変大きくなりましたが、「儲け」が出ているわけでは有りませ

ん。まなぱるもＮＰＯの理念を貫いて活動しています。これまで同様に会費・ご寄附でお支え下さいま

すようお願いします。会員以外の方も、数年に一度でも結構ですから、ご寄附をお願いできれば幸いで

す。 

会費・寄付（2014 年 4 月 11 日～7 月 10 日）敬称略 

＜入会：一般会員＞金井優希。 

＜入会：学生会員＞ 岸綾夏、斎藤恒平、斉木雄作、脇優美、柴田なつみ、中島愛、 

小野里佳奈、ファリダー・スチヤトミ、梶山拓弥、菅谷佳名子、後藤翠。 

＜会費＞前田申栄、長谷川勝義、高橋美一、キャンディ、小坂景子、土屋操、佐藤貴雄、

内田穂積、菅ヶ谷由美子、熊倉浩靖、岡田一恵、長谷川貴尚、長谷川路子、齊藤正典、 

齊藤和子、巣山史枝、黒田絢、正田智美、松山幸生、佐俣英司、櫻井なおみ、 

木村隆・眞理子、安斉修宏、丸山武子、真下東雄、狩野郁子、太田玲子、山崎恵美子、

梶原悦子、田中京三、伊藤忍、徳増弘子、恩幣宏美、堀越美津子、宇賀神正美・真実、 

森啓、本島靖子、齊藤宏、木暮道子、前田武男、吉田省史郎、丸山輝彦、福崎結子、 

高尾善樹、佐俣由香、加藤靖弘、近藤佳代、永田強一、福田英作、岩井均、山本浩、 

関千景（13,14）、金井美由紀、幸田一彦、狩野真由美、野口紀子、福田則行、大江士、 

関口澄、中易圭子、加納武、角田敏太郎。 

＜寄附＞ ○一般寄附 前田申栄、菅ヶ谷純弘、岩本謙、正田智美、村井田和夫、 

真下東雄、太田玲子、伊藤忍、堀越美津子、清水智子、森啓、吉田省史郎、福崎結子、 

福田英作、池田章二、関千景、金井美由紀、伊藤成、福田則行、幸田一彦、太田琢雄、

狩野真由美、太田敬雄、野口紀子、大江士。 ○招聘 菅ヶ谷由美子、村井田和夫、 

宇賀神正美・真実。 ○まなぱる 長谷川路子、木村隆･眞理子、村井田和夫、木暮道子、

福崎結子、福田則行、前畑希明。 ○多文化交流 村井田和夫、木暮道子、福崎結子。 

《編集後記》こうして最後に皆様の会費、ご寄附 

を記録していますと、改めて本当に大勢の皆様に支 

えられて活動することが許されていることに感謝の 

思いで一杯になります。有難う御座います。これか 

らも、平和を作り出す者としての役割を果たすべく 

活動を続けて参ります。皆様でお支え下さい。 

（太田） 
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